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(57)【要約】
【課題】湿度センサ及び加温ヒータを設けることなく、
庫内の結露を防止し得るようにする。
【解決手段】外気温度が通電開始温度ＴＬよりも低く、
かつ、圧縮機９が規定停止時間ｔＳを超えて停止したま
まの状態となった際に、蒸発器６に付属して設けた除霜
ヒータ１４を通電加熱して庫内温度Ｔを昇温し、その昇
温によってこの圧縮機９の運転を促す。この除霜ヒータ
１４は蒸発器６に設けられているので、別途加温ヒータ
を設ける必要がない。また、この除霜ヒータ１４の通電
加熱又は切断は、外気温度及び庫内温度Ｔ、圧縮機９の
停止時間、及び、除霜ヒータ１４への通電時間によって
決定されるので、湿度センサで湿度を測定して制御する
必要がない。そのため、この制御の構成をシンプルかつ
安価なものにし得る。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　庫内が、冷凍室（３）と冷蔵室（４）に隔壁（５）で区画され、その両室（３、４）が
冷凍サイクルによって冷却され、その冷凍サイクルは庫内温度に基づき運転又は停止され
、その冷凍サイクルの停止時に、除霜ヒータ（１４）を通電加熱して冷凍サイクルの蒸発
器の除霜を行う冷蔵庫の上記冷蔵室内の結露防止方法であって、
　上記除霜ヒータ（１４）への通電加熱による除霜を行わない冷凍サイクルの停止時にお
いて、外気温度が上記蒸発器（６）の除霜ヒータ（１４）への通電開始温度（ＴＬ）を下
回った時に、上記除霜ヒータ（１４）を通電加熱し、上記冷凍サイクルが運転を開始する
温度まで上記庫内を昇温し、この冷凍サイクルの運転を促すようにしたことを特徴とする
冷蔵庫の冷蔵室内の結露防止方法。
【請求項２】
　上記除霜ヒータ（１４）の通電加熱が、上記冷凍サイクルが予め決められた所定時間を
超えて停止したままの状態となった時に初めて開始されるようにしたことを特徴とする請
求項１に記載の冷蔵庫の冷蔵室内の結露防止方法。
【請求項３】
　上記除霜ヒータ(１４)の通電加熱が、上記外気温度が通電終了温度（ＴＵ）を上回った
時に終了するようにしたことを特徴とする請求項１又は２に記載の冷蔵庫の冷蔵室内の結
露防止方法。
【請求項４】
　上記除霜ヒータ（１４）の通電加熱を開始してからの経過時間を測定し、この経過時間
が規定通電時間（ｔＨ）に達した時にもこの通電加熱を終了するようにしたことを特徴と
する請求項１又は２に記載の冷蔵庫の冷蔵室内の結露防止方法。
【請求項５】
　上記除霜ヒータ（１４）の通電加熱を開始した後に、上記規定通電時間（ｔＨ）に達す
る前に上記冷凍サイクルの運転が再開された時にこの通電加熱を終了するようにしたこと
を特徴とする請求項１又は２に記載の冷蔵庫の冷蔵室内の結露防止方法。
【請求項６】
　上記除霜ヒータ（１４）の通電加熱を開始した後に、上記外気温度が通電終了温度（Ｔ

Ｕ）を上回った時、通電加熱を開始してからの経過時間が規定通電時間（ｔＨ）に達した
時、上記規定通電時間（ｔＨ）に達する前に上記冷凍サイクルの運転が再開された時、の
いずれかの時にこの通電加熱を終了するようにしたことを特徴とする請求項１又は２に記
載の冷蔵庫の冷蔵室内の結露防止方法。
【請求項７】
　請求項１から６のいずれかに記載の結露防止方法で冷蔵室内の結露防止運転の制御を行
うようにしたことを特徴とする冷蔵庫。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、冷蔵庫の冷蔵室内に結露が生じないようにするための結露防止方法、及び
、その結露防止方法を適用した冷蔵庫に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般的な冷蔵庫を図１から図３に示して説明すると、この冷蔵庫は庫内が冷凍室３、冷
蔵室４等のように冷却温度の異なる複数の区画から構成されている。これらの各室の間に
は隔壁５が設けられ、この隔壁５によって温度の異なる双方の冷気が直接混じり合わない
ように隔離している（図１及び図２参照）。
【０００３】
　通常、その冷凍室３はマイナス２０℃程度、冷蔵室４は３～１０℃程度に保たれている
ので、両室３、４間には２０℃以上の温度差が生じている。このため、冷凍室３の冷気に



(3) JP 2009-19808 A 2009.1.29

10

20

30

40

50

よって冷却された隔壁５の冷蔵室４等側の壁面５ａ（つまり、相対的に温度が高い壁面側
）には、冷蔵室４等の冷気に含まれる水分が凝縮して結露しやすい。このような結露は、
冷蔵室４と設定温度が近い野菜室等と冷凍室３との間の隔壁５にも生じやすい。
　この結露は、冷蔵室４内等においてカビや雑菌の繁殖を引き起こす等、衛生上問題があ
る。
【０００４】
　上記冷気に含まれる水分量（湿度）は、図３に示す冷蔵庫の圧縮機９、蒸発器６等の冷
凍サイクルの運転又は停止とともに変動する。
　つまり、上記冷凍サイクルが運転すると蒸発器６が冷却され、その蒸発器６に上記冷気
中の水分が結露又は結霜して上記冷気が除湿される一方で、冷却サイクルが停止すると上
記結露等が気化して上記冷気中に放出され、上記冷気が加湿される。この冷却サイクルの
停止時における加湿は、その停止時間が長いほど上記結露等の気化が進むので、その加湿
の度合いが一層高まることとなる。
　そのため、隔壁５の壁面５ａにおける結露は、上記冷却サイクルが長時間停止して上記
加湿の度合いが高まった際に生じやすい。
【０００５】
　この結露を防止するため、図６に示すように、この冷蔵庫の扉２の下面２ａに湿度セン
サ１８を設けるとともに、その湿度センサ１８付近に加温ヒータ１９及び加温ヒータ制御
スイッチ２０を設ける構成が提案されている。この湿度センサ１８での測定値が予め決め
たしきい値を超えた際にこの下面２ａに結露が発生したものと判断し、加温ヒータ１９を
通電加熱することによって、庫内の冷気と外気の温度差によって生じた結露を気化して解
消する（特許文献１の段落０００５～００１４参照）。
【特許文献１】特開平８－３３８６７９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上記の従来の隔壁（庫内）の結露防止方法は、結露発生の検出及び解消手段として湿度
センサ及び加温ヒータ等を設ける必要があるため、部品点数が増加してコストが嵩むとい
う問題がある。
　また、この湿度センサは結露によって濡れたり、加温ヒータによって乾燥したりを繰り
返すので、その際、湿度センサに埃等が付着し、湿度測定の精度が低下しやすい。そのた
め、定期的にこの湿度センサ表面をきれいにするためのメンテナンスを行う必要がある。
【０００７】
　この上記湿度センサ及び加温ヒータの取り付け位置は扉の下面に限定されず、例えば、
冷蔵室内の隔壁に設けることもできる。この加温ヒータでこの隔壁を暖めることによって
、この隔壁における結露を解消し得る。
　しかしながら、このようにこの加温ヒータを冷凍室と冷蔵室との間の隔壁に設ける場合
、冷蔵室の天井高が限られているため、この冷蔵室に嵩高い食品等を保存する際、隔壁（
加温ヒータ）と食品等とを近接して置かざるを得ないことがある。この場合、加温ヒータ
で隔壁を加熱すると、その隔壁（加温ヒータ）からの輻射によって食品等が直接暖められ
、その鮮度を損なう恐れがある。
【０００８】
　そこで、この発明は、湿度センサや加温ヒータ等を設けることなく、庫内の結露を防止
し得るようにすることを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記の課題を解決するため、この発明は、外気温度が通電開始温度を下回った時に蒸発
器の除霜ヒータを通電加熱して、冷蔵室内の温度を冷凍サイクルが運転を開始する温度ま
で昇温し、この冷凍サイクルの運転を促すようにしたのである。
【００１０】
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　この通電開始温度とは、冷凍サイクルが停止した後、冷蔵室内が徐々に暖まって冷凍サ
イクルが運転を開始するまでに庫内（隔壁）に結露が生じない外気温度のことをいう。こ
の通電開始温度は、冷蔵庫の断熱性等を考慮して実験等によって適宜に設定する。
　上記外気温度がこの通電開始温度よりも高い場合は、冷凍サイクルの停止の時に、この
外気によって庫内が冷凍サイクルの運転を開始する温度まで暖められるため、停止してい
るこの冷凍サイクルの運転が促される。
　その一方で、上記外気温度がこの通電開始温度よりも低い場合は、冷凍サイクルの停止
の時にこの外気によって庫内が冷凍サイクルの運転を開始する温度までなかなか暖められ
ない。そのため、この冷凍サイクルが長時間に亘って停止したままの状態となる。その結
果、上述したように、その停止の間に上記蒸発器の結露等が気化して相対湿度が高まるの
で、その冷蔵室内において結露が生じやすくなる。
　その場合、停止した状態のこの冷凍サイクルを運転させることにより、冷蔵室内の冷気
中の水分が再び蒸発器に結露又は結霜して除去されるため、相対湿度が低下し、上記隔壁
への結露が防止される。
【００１１】
　この発明に用いられる除霜ヒータは、蒸発器の除霜用として設けられているものであっ
て、その設置位置は食品等を保管している冷蔵室内からは隔離されている。そのため、こ
の除霜ヒータに通電加熱した時に、この除霜ヒータからの輻射によって食品等が直接暖め
られるおそれは低い。
　この除霜ヒータを通電加熱すると、それによって庫内温度が上昇するので、その温度上
昇によって冷凍サイクルの運転が促される。この冷凍サイクルが運転すると、庫内の冷気
中の水分が冷却された蒸発器に結露してその冷気が除湿されるので、その庫内における結
露が回避され得る。
【００１２】
　この発明の構成としては、庫内が冷凍室と冷蔵室に区画され、その両室を冷凍サイクル
によって冷却し、その冷凍サイクルは庫内温度計で測定した庫内温度に基づき運転又は停
止され、その冷凍サイクルの停止時に、冷凍サイクルの蒸発器の除霜を行う冷蔵庫の上記
冷蔵室の結露防止方法において、この冷凍サイクルの停止時において、外気温度が上記蒸
発器の除霜ヒータへの通電開始温度を下回った時に、この除霜ヒータを通電加熱し、上記
冷凍サイクルが運転を開始する温度まで上記庫内を昇温し、この冷凍サイクルの運転を促
すようにすることができる。
【００１３】
　この結露防止方法においては、上記除霜ヒータの通電加熱が、上記冷凍サイクルが予め
決められた所定時間を超えて停止したままの状態となった時に初めて開始されるようにす
ることもできる。
【００１４】
　この所定時間とは、この冷凍サイクルの停止状態が継続した時に、この冷凍サイクルの
蒸発器への結露が気化することによって庫内に結露が生じ得る程度まで加湿されるまでの
時間のことをいう。
　この冷蔵庫の庫内は、上述したように外気によって暖められてその温度が上昇し、その
上昇速度は外気温度や、その冷蔵庫の内容量や断熱性能等によって異なる。そのため、冷
蔵庫ごとに外気温度に対する庫内温度の上昇の度合いを実験等で評価し、冷蔵庫の断熱構
造を考慮して、その機種ごとに上記所定時間を適宜決定する。
【００１５】
　この所定時間を経過した際に、除霜ヒータを通電加熱することによって庫内温度が上昇
する。そのため、それに伴い冷凍サイクルの運転が促され、冷却された蒸発器に結露する
ことによって庫内の冷気が除湿されるので、その庫内の結露が回避され得る。
【００１６】
　この除霜ヒータの通電加熱は、上記外気温度が通電終了温度を上回った時に終了するよ
うにすることができる。
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【００１７】
　外気温度が上昇してその外気温によって庫内が暖められるようになれば、除霜ヒータに
よって庫内を暖める必要はなくなる。その必要が無くなる外気温度が通電終了温度であっ
て、その温度になれば、除霜ヒータの通電を終了する。この通電終了温度も冷蔵庫の断熱
性等を考慮して実験等によって適宜に設定する。
　このため、外気温度が通電開始温度よりも低い場合は、その外気温によって冷蔵庫の庫
内が暖められにくいので、上記除霜ヒータへの通電加熱によってこの庫内を暖め、外気温
度がこの通電終了温度よりも高い場合には、この外気によってこの庫内が暖められて、結
露前の冷凍サイクルの運転を促す。
【００１８】
　この除霜ヒータの通電加熱に関しては、この除霜ヒータの通電加熱を開始してからの経
過時間を測定し、この経過時間が規定通電時間に達した時にこの通電加熱を終了するよう
にすることができる。
【００１９】
　この規定通電時間とは、上記除霜ヒータを通電加熱した時に、その通電加熱を連続的に
行うことが許容される最大時間のことをいう。
　このように規定通電時間を設けた理由としては、この除霜ヒータを長時間に亘って通電
加熱し続けると冷蔵庫の庫内温度が上昇して庫内の食品等の鮮度を劣化させるおそれがあ
るのとともに、この通電加熱を長時間行うと多くの電力を無駄に消費するためである。
　この庫内温度の上昇速度は、冷蔵庫の内容量、除霜ヒータの出力等によって変わり得る
ので、上記規定通電時間は実験等の結果を参考にして冷蔵庫の断熱特性も考慮に入れた上
で機種ごとに設定する。
【００２０】
　また、上記除霜ヒータの通電加熱は、この通電加熱を開始した後に、上記規定通電時間
に達する前に上記外気温度が通電終了温度に達した時にこの通電加熱を終了するようにす
ることもできる。
【００２１】
　この除霜ヒータによる通電加熱は、庫内を暖めることによって冷凍サイクルの運転を促
すのが目的であるところ、上記外気温度が通電終了温度よりも高くなると、この通電加熱
を行わなくとも外気によって庫内が暖められ得るためである。
【００２２】
　さらに、上記除霜ヒータの通電加熱は、この通電加熱を開始した後に、上記規定通電時
間に達する前に上記冷凍サイクルの運転が再開された時にこの通電加熱を終了するように
することもできる。
【００２３】
　この除霜ヒータによる通電加熱は、上述のように冷凍サイクルの運転を促すのが目的で
あるところ、庫内温度計で測定した庫内温度が、上記冷凍サイクルが運転を開始する温度
まで暖まれば、もはやこの除霜ヒータによる通電加熱を行う必要はないからである。
【００２４】
　この通電終了温度は、通電開始温度よりも若干高め（数℃）に設定される。上述したよ
うに、この除霜ヒータによる通電加熱は、外気温度が低下して通電開始温度を下回った時
に行われ得る一方で、この外気温度が上昇して通電終了温度を上回った時に終了する。
　このため、この除霜ヒータが通電加熱されるためには、通電開始温度よりも通電終了温
度が高いことが不可欠であって、この通電加熱が安定して行われるためには両温度があま
り近接せず上述したように数℃程度離れていることが好ましい。
【００２５】
　この両温度が近接（例えば、両者の差がほとんど無い場合）していると、外気温度が通
電開始温度に達してこの除霜ヒータが通電加熱された場合であっても、この外気温度の変
動（測定誤差による測定値の揺らぎ)によって、測定された外気温度が短時間で通電終了
温度に達することがある。
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　このような場合、加熱が十分なされないままこの除霜ヒータの通電が終了するという問
題が生じる。
【００２６】
　この場合は、例えば、通電開始温度を２０℃、及び、通電終了温度を２３℃として両者
に３℃程度の温度差を設ければ、この温度差の幅で外気温度が変動することはほとんど無
いので、上述の問題は回避され得る。
　この通電開始温度及び通電終了温度の具体値については、冷蔵庫の内容量や断熱構造等
を考慮した実験等の結果を参考にして適宜変更し得る。
【００２７】
　この除霜ヒータによる通電加熱は、上記外気温度が通電終了温度を上回った時、通電加
熱を開始してからの経過時間が規定通電時間に達した時、上記規定通電時間に達する前に
上記冷凍サイクルの運転が再開された時、のいずれかの時に終了するようにすることもで
きる。
【００２８】
　このいずれかに該当すれば、冷凍サイクルの運転が開始され、あるいは、開始が促され
るため、もはや除霜ヒータの通電加熱により冷蔵室内を暖める必要が無いためである。
【００２９】
　また、この結露防止方法を冷蔵庫の運転制御に適用することもできる。
　この冷蔵庫の使用の際に冷蔵庫内の隔壁に結露が生じないので、この冷蔵庫内の衛生が
保たれるとともに、除霜ヒータが食品等から隔離された位置に設けられているのでこの除
霜ヒータによって食品等が直接暖められてその鮮度が劣化するのを回避できる。
【発明の効果】
【００３０】
　この発明によると、冷蔵室内の結露を防止するにあたり湿度センサ及び加温ヒータを用
いず、蒸発器の除霜ヒータを用いるようにしたので、その構成をシンプルかつ安価なもの
とし得る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３１】
　この結露防止方法によって結露防止運転の制御を行う冷蔵庫の断面図を図１から図３に
示して説明する。
　この冷蔵庫は、その構造は一般的な冷蔵庫とほぼ同じであって、箱体１とその箱体１の
開口部に設けられた扉２によってその外形が構成されている（図１参照）。箱体１は冷凍
室３と冷蔵室４に区画され、両室３、４の間は隔壁５で隔てられている（図２参照）。こ
の冷凍室３及び冷蔵室４の上部には、蒸発器６、庫内ファン７及び庫内ファンモータ８、
圧縮機９、凝縮器１０、凝縮ファン１１等の冷凍サイクル関連機器が配置されている（図
３参照）。この蒸発器６、圧縮機９、凝縮器１０等から構成される冷凍サイクルの運転に
よって、この冷凍室３及び冷蔵室４を冷却する。
【００３２】
　上記冷凍サイクルの運転によって蒸発器６の周りに発生した冷気は、庫内ファン７の送
風によって冷凍室３内に吐出される（同図中の矢印ｆ）。その冷気の一部は隔壁５に形成
された冷気流入路１２を通って冷蔵室４内に送り込まれ、冷気流出路１３を通って蒸発器
６付近に戻される（同図中の矢印ｆ）。
【００３３】
　この蒸発器６には、この蒸発器６に付着した霜を融解するための除霜ヒータ１４と、こ
の蒸発器６の温度を測定するための蒸発器温度センサ１５が設けられている。
【００３４】
　さらに、箱体１の外側面には外気温度センサ１６、冷蔵室４内には庫内温度センサ１７
が設けられ、これらのセンサで外気温度、庫内温度をそれぞれ測定する。
【００３５】
　この冷蔵庫の運転パターンを図４に示して説明する。
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　この冷蔵庫は、冷却運転又は除霜運転のいずれかの運転モードによってその運転制御を
行う。
【００３６】
　上記冷却運転は、庫内温度センサ１７で測定した庫内温度Ｔが設定温度ＴＳ±３℃の温
度範囲に収まるように、圧縮機９及び庫内ファン７等の冷凍サイクルを適宜運転又は停止
してその温度調節を行っている。この冷却運転の間、除霜ヒータ１４は停止状態となって
いる。
　この設定温度ＴＳは一般的な冷蔵庫とほぼ同じく、マイナス５℃から１０℃の範囲で適
宜調節し得る。
【００３７】
　また上記除霜運転は、圧縮機９及び庫内ファン７等の冷凍サイクルを停止するとともに
除霜ヒータ１４を通電加熱して蒸発器６への着霜を融解し、この除霜が完了したら除霜ヒ
ータ１４への通電を停止する。この通電を停止した後そのまま放置して、蒸発器６の表面
から霜の融解水を滴り落とす水切り（図４参照）を行う。
【００３８】
　上記水切り後、冷却運転を行う際には、まず圧縮機９を運転し（同図中の「冷凍サイク
ル予備運転」を参照）、それに遅延して庫内ファン７を回転する。このように庫内ファン
７を回転するタイミングを、圧縮機９を運転するタイミングよりも遅延させる理由は、上
記水切り後は蒸発器６がまだ熱を帯びていることがあり、この段階ですぐに庫内ファン７
を回転すると、蒸発器６近傍の暖気を冷凍室３及び冷蔵室４に送り込んでしまうおそれが
あるためである。
【００３９】
　次に、この結露防止運転の制御フローを図５に示して説明する。
【００４０】
　この制御フローは、まず外気温度が通電開始温度ＴＬの２０℃以下かどうかについての
チェックを行い、２０℃以下の場合に次のステップに進む（同図のＳ１）。外気温度が２
０℃以上であればこの外気によって冷蔵室４内が暖められて冷凍サイクル（圧縮機９等）
が運転し得るので、この結露防止運転による制御を必要としないためである。
【００４１】
　次に、圧縮機９等の冷凍サイクルの運転又は停止状態のチェックを行い、停止している
場合は次のステップに進む（同図のＳ２）。この圧縮機９が運転していれば既に蒸発器６
は冷却されているので、この結露防止運転を行う必要がないためである。
【００４２】
　上記Ｓ１及びＳ２の両条件に適合する場合、結露防止制御モードが設定される（同図の
Ｓ３）。この結露防止制御モードは、後に除霜ヒータ１４に通電加熱する前段階の準備モ
ードであって、このモード設定と同時に圧縮機９の停止時間の計測が開始される。
【００４３】
　次に、外気温度センサ１６、蒸発器温度センサ１５、及び、庫内ファンモータ８の動作
チェックを行い、正常動作が確認できれば次のステップに進む（同図のＳ４）。異常があ
る場合は、結露防止制御モードを解除して（同図のＳ５）、この制御フローを終了する。
この各センサ類等に異常があると、正しい結露防止運転の制御ができないためである。
【００４４】
　この外気温度センサ１６で外気温度の測定を行い、この測定結果が通電終了温度ＴＵで
ある２３℃よりも低い場合は次のステップに進む（同図のＳ６）。この測定結果が２３℃
以上の場合は、外気によって冷蔵室４内が暖められるため、この結露防止運転による制御
を行う必要がないと判断し、結露防止制御モードを解除（同図のＳ５）してこの制御フロ
ーを終了する。
【００４５】
　次に、圧縮機９の運転又は停止状態のチェックを行い、停止状態が継続している場合に
次のステップに進む（同図のＳ７）。この圧縮機９の運転又は停止は、庫内温度センサ１
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７で測定した庫内温度が設定温度ＴＳ±３℃の温度範囲に収まるように行われる。例えば
、この設定温度ＴＳを４℃とした場合、１℃から７℃の温度範囲に収まるように温度調節
が行われる。
【００４６】
　この制御フローの実行中に庫内温度Ｔが上記温度範囲を上回った場合、圧縮機９が運転
状態となって冷却運転が再開される。この場合は、この結露防止運転による制御を行う必
要がないと判断し、結露防止制御モードを解除し（同図のＳ５）してこの制御フローを終
了する。
　この設定温度ＴＳ及び上記温度範囲の幅（上記の±３℃）は適宜調節し得る。
【００４７】
　次に、除霜運転の運転又は停止状態のチェックを行い、この除霜運転の停止状態が継続
している場合に次のステップに進む（同図のＳ８）。この除霜運転は、この結露防止運転
の制御フローとは別の制御によって独立して行われ、蒸発器温度センサ１５で測定した蒸
発器６の温度が所定温度よりも低い場合に除霜ヒータ１４を通電加熱して除霜を行うもの
である。
　この除霜運転が行われることによって除霜ヒータ１４が通電加熱されて、この結露防止
運転と同じ効果が得られるので、除霜運転が開始された場合には、結露防止制御モードを
解除（同図のＳ５）してこの制御フローを終了する。
【００４８】
　次に、この結露防止制御モードの設定とともに開始した、圧縮機９の停止時間が規定停
止時間ｔＳに達した場合（この例では２５分間）（同図のＳ９）、冷蔵室４内に結露が生
じる恐れがあると判断して、除霜ヒータ１４を通電加熱するとともにその除霜ヒータ１４
の通電時間を計測するタイムリミッタをスタートする（同図のＳ１０）。
【００４９】
　このタイムリミッタでの計測時間が規定通電時間ｔＨを超えた場合（この例では、２０
分）（同図のＳ１１）、除霜ヒータ１４の通電を停止するとともに結露防止制御モードを
解除し（同図のＳ１２）、この制御フローを終了する。これは、除霜ヒータ１４での加熱
時間がこれ以上長くなると、庫内の食品等に悪影響を及ぼすおそれがあり、また、消費電
力の無駄にもなるからである。
【００５０】
　次に、蒸発器温度センサ１５で測定した蒸発器温度が、除霜復帰温度ＴＵＰ以上かどう
か判断する（同図のＳ１３）。この除霜復帰温度ＴＵＰは上述の除霜運転の制御フロー（
この結露防止運転とは別の独立した制御フロー）において予め決められている温度であっ
て、例えば９℃とすることができる。上記蒸発器温度がこの除霜復帰温度ＴＵＰに達した
際にはこの蒸発器６が十分暖まっており、圧縮機９が速やかに運転を再開し得る状態とな
っているので、除霜ヒータ１４の通電を停止するとともに結露防止制御モードを解除し（
同図のＳ１２）、この制御フローを終了する。
【００５１】
　次に、外気温度センサ１６、蒸発器温度センサ１５、及び、庫内ファンモータ８の各セ
ンサ類等の動作チェックを行い、異常がなければ次のステップに進む（同図のＳ１４）。
異常がある場合は、除霜ヒータ１４の通電を停止するとともに結露防止制御モードを解除
し（同図のＳ１５）、この制御フローを終了する。この各センサ類等に異常があると正し
い結露防止運転の制御ができないためである。
【００５２】
　この外気温度センサ１６で外気温度の測定を行い、この測定結果が通電終了温度ＴＵの
２３℃よりも低い場合は次のステップに進む（同図のＳ１６）。この測定結果が２３℃以
上の場合は、外気によって冷蔵室４内が暖められるため、この結露防止運転による制御を
行う必要がないと判断し、除霜ヒータ１４の通電を停止するとともに結露防止制御モード
を解除し（同図のＳ１５）、この制御フローを終了する。
【００５３】
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　さらに、圧縮機９の運転又は停止状態のチェックを行い、停止状態が継続している場合
には、除霜ヒータ１４を通電加熱した状態のままこのループ（同図のＳ１１→Ｓ１３→Ｓ
１４→Ｓ１６→Ｓ１７→Ｓ１１→・・・）内で各判定を継続して行う。
【００５４】
　この制御フローにおいて行われる各判定の判定条件は適宜変更し得る。
　例えば、冷蔵室４内に水分量の多い食品を保存すると、この冷蔵室４内の相対湿度が高
くなり結露が発生しやすい。
　その場合、通電開始温度ＴＬ（上記では「２０℃以下」）と通電終了温度ＴＵ（上記で
は「２３℃以上」）の一方あるいは両方を数℃程度高めに設定する。このようにすれば、
結露防止制御モードが設定されやすく、又は、解除されにくくなるのとともに、除霜ヒー
タ１４の通電加熱がされやすくなる。そのため、冷蔵庫内の結露が効果的に防止できる。
【００５５】
　また、除霜ヒータ１４を通電加熱するまでの圧縮機９の停止時間（規定停止時間ｔＳ）
（上記では「２５分」）を短めに設定することもできる。このようにすれば、外気温度判
定条件を変更した場合と同様に、結露防止制御モードの設定及び除霜ヒータ１４の通電加
熱が速やかになされるので、上記結露が効果的に防止できる。
【００５６】
　上記実施例は、庫内が、隔壁５によって、冷凍室３と冷蔵室４の２室に区画されたもの
であったが、庫内が、冷凍室３と、冷蔵室４と冷却温度が近い野菜室やチルド室等とに区
画されている冷蔵庫であれば、この発明を採用することができることは勿論である。
【図面の簡単な説明】
【００５７】
【図１】この発明に係る冷蔵庫の外観正面図
【図２】この発明に係る冷蔵庫の正面断面図
【図３】この発明に係る冷蔵庫の図１におけるＡ－Ａ断面図
【図４】この発明に係る制御モードの制御パターンを示す図
【図５】この発明に係る制御モードにおけるフローチャートを示す図
【図６】従来技術に係る冷蔵庫の結露防止装置を示す斜視図
【符号の説明】
【００５８】
１　箱体
２　扉
３　冷凍室
４　冷蔵室
５　隔壁
５ａ　壁面
６　蒸発器
７　庫内ファン
８　庫内ファンモータ
９　圧縮機
１０　凝縮器
１１　凝縮器ファン
１２　冷気流入路
１３　冷気流出路
１４　除霜ヒータ
１５　蒸発器温度センサ
１６　外気温度センタ
１７　庫内温度センサ
１８　湿度センサ
１９　加温ヒータ
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２０　加温ヒータ制御スイッチ
Ｔ　庫内温度
ＴＳ　設定温度
ＴＬ　通電開始温度
ＴＵ　通電終了温度
ＴＵＰ　除霜復帰温度
ｔＨ　規定通電時間
ｔＳ　規定停止時間

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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